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(57)【要約】
【課題】ＣＳＧセル及びマクロセルが混在する環境にお
いて、待ち受けセルを適切に選択することを可能とする
。
【解決手段】本発明に係るセル選択方法は、移動局ＵＥ
が、第１マクロセルを待ち受けセルとしている場合に、
第１ＣＳＧセルが所定条件を満たすか否かについて判断
する工程Ａと、移動局ＵＥが、第１ＣＳＧセルが所定条
件を満たすと判断した場合、待ち受けセルを第１マクロ
セルから第１ＣＳＧセルに変更する工程Ｂとを有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が、特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特定セル及び全ての移動局
が待ち受けセルとして選択可能な一般セルの中から、待ち受けセルを選択するセル選択方
法であって、
　前記移動局が、第１一般セルを待ち受けセルとしている場合に、所定条件が満たされて
いるか否かについて判断する工程Ａと、
　前記移動局が、前記所定条件が満たされていると判断した場合、待ち受けセルを前記第
１一般セルから第１特定セルに変更する工程Ｂとを有することを特徴とするセル選択方法
。
【請求項２】
　前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第１一般セルを待ち受けセルとしている場合
で、かつ、該移動局を前記特定移動局とする第１特定セルに少なくとも一部で重畳する一
般セル内に位置すると判断した場合、前記所定条件が満たされているか否かについて判断
することを特徴とする請求項１に記載のセル選択方法。
【請求項３】
　前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１一般セルで使用される第２周波
数と異なり、
　前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第１特定セルにおける無線品質が前記第１周
波数を使用するセルの中で最も良く、かつ、該第１特定セルにおける無線品質が第１無線
品質を満たすと判断した場合に、前記所定条件が満たされていると判断し、前記工程Ｂに
おいて、待ち受けセルを前記第１一般セルから該第１特定セルに変更することを特徴とす
る請求項１に記載のセル選択方法。
【請求項４】
　前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１一般セルで使用される第２周波
数と異なり、
　前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第１特定セルにおける無線品質と前記第１周
波数を使用するセルにおける最も良い無線品質との差が所定オフセット以内であり、かつ
、該第１特定セルにおける無線品質が第１無線品質を満たすと判断した場合に、前記所定
条件が満たされていると判断し、前記工程Ｂにおいて、待ち受けセルを前記第１一般セル
から該第１特定セルに変更することを特徴とする請求項１に記載のセル選択方法。
【請求項５】
　前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第１特定セルにおける無線品質が第１無線品
質を満たすと判断した場合に、前記所定条件が満たされていると判断し、前記工程Ｂにお
いて、待ち受けセルを前記第１一般セルから該第１特定セルに変更することを特徴とする
請求項１に記載のセル選択方法。
【請求項６】
　前記移動局が、第２無線品質を満たす一般セルを検知することができなくなった場合で
、かつ、該移動局を前記特定移動局としない第３無線品質を満たす第２特定セルを検知し
た場合、該第２特定セルを待ち受けセルとする工程Ｃを有することを特徴とする請求項１
乃至５のいずれか一項に記載のセル選択方法。
【請求項７】
　前記移動局が、前記第２特定セルを待ち受けセルとしている場合で、かつ、前記第２無
線品質を満たす第２一般セルを検知した場合、待ち受けセルを前記第２特定セルから該第
２一般セルに変更する工程を有することを特徴とする請求項６に記載のセル選択方法。
【請求項８】
　特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特定セル及び全ての移動局が待ち受け
セルとして選択可能な一般セルの中から、待ち受けセルを選択するように構成されている
移動局であって、
　第１一般セルを待ち受けセルとしている場合に、所定条件が満たされているか否かにつ
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いて判断し、該所定条件が満たされていると判断した場合、待ち受けセルを該第１一般セ
ルから該第１特定セルに変更するように構成されているセル選択部を具備することを特徴
とする移動局。
【請求項９】
　前記セル選択部は、前記第１一般セルを待ち受けセルとしている場合で、かつ、前記移
動局を前記特定移動局とする第１特定セルに少なくとも一部で重畳する一般セル内に位置
すると判断した場合に、前記所定条件が満たされているか否かについて判断するように構
成されていることを特徴とする請求項８に記載の移動局。
【請求項１０】
　前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１一般セルで使用される第２周波
数と異なるように構成されており、
　前記セル選択部は、前記第１特定セルにおける無線品質が前記第１周波数を使用するセ
ルの中で最も良く、かつ、該第１特定セルにおける無線品質が第１無線品質を満たすと判
断した場合に、前記所定条件が満たされていると判断し、待ち受けセルを前記第１一般セ
ルから該第１特定セルに変更するように構成されていることを特徴とする請求項８に記載
の移動局。
【請求項１１】
　前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１一般セルで使用される第２周波
数と異なるように構成されており、
　前記セル選択部は、前記第１特定セルにおける無線品質と前記第１周波数を使用するセ
ルにおける最も良い無線品質との差が所定オフセット以内であり、かつ、該第１特定セル
における無線品質が第１無線品質を満たすと判断した場合に、前記所定条件が満たされて
いると判断し、待ち受けセルを前記第１一般セルから該第１特定セルに変更するように構
成されていることを特徴とする請求項８に記載の移動局。
【請求項１２】
　前記セル選択部は、前記第１特定セルにおける無線品質が第１無線品質を満たすと判断
した場合に、前記所定条件が満たされていると判断し、待ち受けセルを前記第１一般セル
から該第１特定セルに変更するように構成されていることを特徴とする請求項８に記載の
移動局。
【請求項１３】
　前記セル選択部は、第２無線品質を満たす一般セルを検知することができなくなった場
合で、かつ、前記移動局を前記特定移動局としない第３無線品質を満たす第２特定セルを
検知した場合、該第２特定セルを待ち受けセルとするように構成されていることを特徴と
する請求項８乃至１２のいずれか一項に記載の移動局。
【請求項１４】
　前記セル選択部は、前記第２特定セルを待ち受けセルとしている場合で、かつ、前記第
２無線品質を満たす第２一般セルを検知した場合、待ち受けセルを前記第２特定セルから
該第２一般セルに変更するように構成されていることを特徴とする請求項１３に記載の移
動局。
【請求項１５】
　移動局が、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる第２周波数を
使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するセル選択方法であって、
　前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも高い場合、該第１セルを待ち受
けセルとしている前記移動局が、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質を満たすと
判断した場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更する工程を有すること
を特徴とするセル選択方法。
【請求項１６】
　移動局が、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる第２周波数を
使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するセル選択方法であって、
　前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度と同一である場合、該第１セルを待ち
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受けセルとしている前記移動局が、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質を満たし
、かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断した場合に、待ち受け
セルを該第１セルから該第２セルに変更する工程を有することを特徴とするセル選択方法
。
【請求項１７】
　移動局が、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる第２周波数を
使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するセル選択方法であって、
　前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも低い場合、該第１セルを待ち受
けセルとしている前記移動局が、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質を満たし、
かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断した場合に、待ち受けセ
ルを該第１セルから該第２セルに変更する工程を有することを特徴とするセル選択方法。
【請求項１８】
　前記第２セルが、特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特定セルである場合
には、前記移動局は、更に、前記第２セルにおける無線品質と前記第２周波数を使用する
セルにおける最も良い無線品質との差が所定オフセット以内であると判定した場合に、待
ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更することを特徴とする請求項１５乃至１７
のいずれか一項に記載のセル選択方法。
【請求項１９】
　第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる第２周波数を使用する第
２セルの中から、待ち受けセルを選択するように構成されている移動局であって、
　前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも高いときには、該第１セルを待
ち受けセルとしている場合で、かつ、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質を満た
すと判断した場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更するように構成さ
れているセル選択部を具備することを特徴とする移動局。
【請求項２０】
　第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる第２周波数を使用する第
２セルの中から、待ち受けセルを選択するように構成されている移動局であって、
　前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度と同一であるときには、該第１セルを
待ち受けセルとしている場合で、かつ、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質を満
たし、かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断した場合に、待ち
受けセルを該第１セルから該第２セルに変更するように構成されているセル選択部を具備
することを特徴とする移動局。
【請求項２１】
　第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる第２周波数を使用する第
２セルの中から、待ち受けセルを選択するように構成されている移動局であって、
　前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも低いときには、該第１セルを待
ち受けセルとしている場合で、かつ、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質を満た
し、かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断した場合に、待ち受
けセルを該第１セルから該第２セルに変更するように構成されているセル選択部を具備す
ることを特徴とする移動局。
【請求項２２】
　前記第２セルが、特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特定セルである場合
には、前記セル選択部は、更に、前記第２セルにおける無線品質と前記第２周波数を使用
するセルにおける最も良い無線品質との差が所定オフセット以内であると判定した場合に
、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更するように構成されていることを特徴
とする請求項１９乃至２１のいずれか一項に記載の移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局が特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特定セル及び全て
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の移動局が待ち受けセルとして選択可能な一般セルの中から待ち受けセルを選択するセル
選択方法、及び、移動局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）　ＲＡＮ-ＷＧにおいて、「ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）」を
無線アクセス方式として用いたホーム基地局ＨＮＢについて議論されている。
【０００３】
　具体的には、現在の３ＧＰＰの規定では、移動通信システムにおいて、ホーム基地局Ｈ
ＮＢ配下のＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）に属する特定移
動局（特定セルを待ち受けセルとして選択することが許容される移動局）を管理するよう
に構成されている。
【０００４】
　すなわち、現在の３ＧＰＰの規定では、ＣＳＧに属する特定移動局のみが、ホーム基地
局ＨＮＢ配下のＣＳＧセル（特定セル）を介して通信を行うことができるように構成され
ている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３３１
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ２５.３３１
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、現在の３ＧＰＰの規定では、移動局が、ＣＳＧセル及びマクロセルが混
在する環境における待ち受けセルの選択方法について規定されていない。
【０００７】
　したがって、マクロセルを待ち受けセルとしている移動局が、当該移動局を特定移動局
とするＣＳＧセルを待ち受けセルとして選択可能な領域に位置するようになった場合であ
っても、そのことを検知することができず、待ち受けセルを当該ＣＳＧセルに変更するこ
とができないという事態が発生する可能性があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、ＣＳＧセル及びマクロセ
ルが混在する環境において、待ち受けセルを適切に選択することを可能とするセル選択方
法及び移動局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の特徴は、移動局が、特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特
定セル及び全ての移動局が待ち受けセルとして選択可能な一般セルの中から、待ち受けセ
ルを選択するセル選択方法であって、前記移動局が、第１一般セルを待ち受けセルとして
いる場合に、所定条件が満たされているか否かについて判断する工程Ａと、前記移動局が
、前記所定条件が満たされていると判断した場合、待ち受けセルを前記第１一般セルから
該第１特定セルに変更する工程Ｂとを有することを要旨とする。
【００１０】
　本発明の第１の特徴において、前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第１一般セル
を待ち受けセルとしている場合で、かつ、該移動局を前記特定移動局とする第１特定セル
に少なくとも一部で重畳する一般セル内に位置すると判断した場合、前記所定条件が満た
されているか否かについて判断してもよい。
【００１１】
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　本発明の第１の特徴において、前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１
一般セルで使用される第２周波数と異なり、前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第
１特定セルにおける無線品質が前記第１周波数を使用するセルの中で最も良く、かつ、該
第１特定セルにおける無線品質が第１無線品質を満たすと判断した場合に、前記所定条件
が満たされていると判断し、前記工程Ｂにおいて、待ち受けセルを前記第１一般セルから
該第１特定セルに変更してもよい。
【００１２】
　本発明の第１の特徴において、前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１
一般セルで使用される第２周波数と異なり、前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第
１特定セルにおける無線品質と前記第１周波数を使用するセルにおける最も良い無線品質
との差が所定オフセット以内であり、かつ、該第１特定セルにおける無線品質が第１無線
品質を満たすと判断した場合に、前記所定条件が満たされていると判断し、前記工程Ｂに
おいて、待ち受けセルを前記第１一般セルから該第１特定セルに変更してもよい。
【００１３】
　本発明の第１の特徴において、前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第１特定セル
における無線品質が第１無線品質を満たすと判断した場合に、前記所定条件が満たされて
いると判断し、前記工程Ｂにおいて、待ち受けセルを前記第１一般セルから該第１特定セ
ルに変更してもよい。
【００１４】
　本発明の第１の特徴において、前記移動局が、第２無線品質を満たす一般セルを検知す
ることができなくなった場合で、かつ、該移動局を前記特定移動局としない第３無線品質
を満たす第２特定セルを検知した場合、該第２特定セルを待ち受けセルとする工程Ｃを有
してもよい。
【００１５】
　本発明の第１の特徴において、前記移動局が、前記第２特定セルを待ち受けセルとして
いる場合で、かつ、前記第２無線品質を満たす第２一般セルを検知した場合、待ち受けセ
ルを前記第２特定セルから該第２一般セルに変更する工程を有してもよい。
【００１６】
　本発明の第２の特徴は、特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特定セル及び
全ての移動局が待ち受けセルとして選択可能な一般セルの中から、待ち受けセルを選択す
るように構成されている移動局であって、第１一般セルを待ち受けセルとしている場合に
、所定条件が満たされているか否かについて判断し、該所定条件が満たされていると判断
した場合、待ち受けセルを該第１一般セルから該第１特定セルに変更するように構成され
ているセル選択部を具備することを要旨とする。
【００１７】
　本発明の第２の特徴において、前記セル選択部は、前記第１一般セルを待ち受けセルと
している場合で、かつ、前記移動局を前記特定移動局とする第１特定セルに少なくとも一
部で重畳する一般セル内に位置すると判断した場合、前記所定条件が満たされているか否
かについて判断するように構成されていてもよい。
【００１８】
　本発明の第２の特徴において、前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１
一般セルで使用される第２周波数と異なるように構成されており、前記セル選択部は、前
記第１特定セルにおける無線品質が前記第１周波数を使用するセルの中で最も良く、かつ
、該第１特定セルにおける無線品質が第１無線品質を満たすと判断した場合に、前記所定
条件が満たされていると判断し、待ち受けセルを前記第１一般セルから該第１特定セルに
変更するように構成されていてもよい。
【００１９】
　本発明の第２の特徴において、前記第１特定セルで使用される第１周波数は、前記第１
一般セルで使用される第２周波数と異なるように構成されており、前記セル選択部は、前
記第１特定セルにおける無線品質と前記第１周波数を使用するセルにおける最も良い無線
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品質との差が所定オフセット以内であり、かつ、該第１特定セルにおける無線品質が第１
無線品質を満たすと判断した場合に、前記所定条件が満たされていると判断し、待ち受け
セルを前記第１一般セルから該第１特定セルに変更するように構成されていてもよい。
【００２０】
　本発明の第２の特徴において、前記セル選択部は、前記第１特定セルにおける無線品質
が第１無線品質を満たすと判断した場合に、前記所定条件が満たされていると判断し、待
ち受けセルを前記第１一般セルから該第１特定セルに変更するように構成されていてもよ
い。
【００２１】
　本発明の第２の特徴において、前記セル選択部は、第２無線品質を満たす一般セルを検
知することができなくなった場合で、かつ、前記移動局を前記特定移動局としない第３無
線品質を満たす第２特定セルを検知した場合、該第２特定セルを待ち受けセルとするよう
に構成されていてもよい。
【００２２】
　本発明の第２の特徴において、前記セル選択部は、前記第２特定セルを待ち受けセルと
している場合で、かつ、前記第２無線品質を満たす第２一般セルを検知した場合、待ち受
けセルを前記第２特定セルから該第２一般セルに変更するように構成されていてもよい。
【００２３】
　本発明の第３の特徴は、移動局が、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波
数と異なる第２周波数を使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するセル選択方
法であって、前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも高い場合、該第１セ
ルを待ち受けセルとしている前記移動局が、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質
を満たすと判断した場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更する工程を
有することを要旨とする。
【００２４】
　本発明の第４の特徴は、移動局が、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波
数と異なる第２周波数を使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するセル選択方
法であって、前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度と同一である場合、該第１
セルを待ち受けセルとしている前記移動局が、該第２セルにおける無線品質が所定無線品
質を満たし、かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断した場合に
、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更する工程を有することを要旨とする。
【００２５】
　本発明の第５の特徴は、移動局が、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波
数と異なる第２周波数を使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するセル選択方
法であって、前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも低い場合、該第１セ
ルを待ち受けセルとしている前記移動局が、該第２セルにおける無線品質が所定無線品質
を満たし、かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断した場合に、
待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更する工程を有することを要旨とする。
【００２６】
　本発明の第３乃至第５の特徴において、前記第２セルが、特定移動局のみが待ち受けセ
ルとして選択可能な特定セルである場合には、前記移動局は、更に、前記第２セルにおけ
る無線品質と前記第２周波数を使用するセルにおける最も良い無線品質との差が所定オフ
セット以内であると判定した場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更し
てもよい。
【００２７】
　本発明の第６の特徴は、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる
第２周波数を使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するように構成されている
移動局であって、前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも高いときには、
該第１セルを待ち受けセルとしている場合で、かつ、該第２セルにおける無線品質が所定
無線品質を満たすと判断した場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更す
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るように構成されているセル選択部を具備することを要旨とする。
【００２８】
　本発明の第７の特徴は、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる
第２周波数を使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するように構成されている
移動局であって、前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度と同一であるときには
、該第１セルを待ち受けセルとしている場合で、かつ、該第２セルにおける無線品質が所
定無線品質を満たし、かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断し
た場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更するように構成されているセ
ル選択部を具備することを要旨とする。
【００２９】
　本発明の第８の特徴は、第１周波数を使用する第１セル、及び、該第１周波数と異なる
第２周波数を使用する第２セルの中から、待ち受けセルを選択するように構成されている
移動局であって、前記第２セルの優先度が、前記第１セルの優先度よりも低いときには、
該第１セルを待ち受けセルとしている場合で、かつ、該第２セルにおける無線品質が所定
無線品質を満たし、かつ、該第１セルの無線品質が所定無線品質を満たさないと判断した
場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変更するように構成されているセル
選択部を具備することを要旨とする。
【００３０】
　本発明の第６乃至第８の特徴において、前記第２セルが、特定移動局のみが待ち受けセ
ルとして選択可能な特定セルである場合には、前記セル選択部は、更に、前記第２セルに
おける無線品質と前記第２周波数を使用するセルにおける最も良い無線品質との差が所定
オフセット以内であると判定した場合に、待ち受けセルを該第１セルから該第２セルに変
更するように構成されていてもよい。
【発明の効果】
【００３１】
　以上説明したように、本発明によれば、ＣＳＧセル及びマクロセルが混在する環境にお
いて、待ち受けセルを適切に選択することを可能とするセル選択方法及び移動局を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る移動局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動局の待ち受けセルを決定する動作を説明する
ための図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動局の待ち受けセルを決定する動作を示すフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る移動局の待ち受けセルを決定する動作を示すフロ
ーチャートである。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る移動局の待ち受けセルを決定する動作を示すフロ
ーチャートである。
【図７】本発明の変更例１に係る移動通信システムについて説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成）
　図１乃至図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成につ
いて説明する。
【００３４】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、交換装置ＭＭＥ（Ｍｏｂｉ
ｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）と、ＣＳＧセル（特定セル）＃１及び
＃２をそれぞれ管理するホーム基地局ＨＮＢ＃１及び＃２と、マクロセル（一般セル）＃
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１及び＃２をそれぞれ管理する無線基地局ｅＮＢ＃１及び＃２と、移動局ＵＥとを具備し
ている。
【００３５】
　ここで、ＣＳＧセルは、アクセス権を有するグループであるＣＳＧが設定されているセ
ルであり、マクロセルは、ＣＳＧが設定されていないセルである。
【００３６】
　また、移動局ＵＥは、ＣＳＧセルに対して設定されているＣＳＧに属しない場合に、当
該ＣＳＧセルにおける「一般移動局」となり、ＣＳＧセルに対して設定されているＣＳＧ
に属する場合に、当該ＣＳＧセルにおける「特定移動局」となる。
【００３７】
　本実施形態に係る移動通信システムでは、ＣＳＧセル＃１は、移動局ＵＥを「特定移動
局（ＣＳＧセル＃１を待ち受けセルとすること許可する移動局、すなわち、ＣＳＧセル＃
１を介した通信を許可する移動局）」とするセルであり、ＣＳＧセル＃２は、移動局ＵＥ
を「特定移動局」としていないセルである。したがって、移動局ＵＥから見た場合、ＣＳ
Ｇセル＃１は、「自ＣＳＧセル」であり、ＣＳＧセル＃２は、「他ＣＳＧセル」である。
【００３８】
　また、図１の例では、ＣＳＧセル＃１は、マクロセル＃１及び＃２に一部で重畳されて
おり、また、ＣＳＧセル＃２も、マクロセル＃１及び＃２に一部で重畳されている。
【００３９】
　なお、ＣＳＧは、いわゆる家庭に設置されるホーム基地局配下のセル以外にも、オフィ
ス環境や喫茶店や学校等に設置される無線基地局配下のセル一般に対しても設定すること
ができる。例えば、オフィスの従業員のみにアクセス権を与えたり、喫茶店の従業員及び
来客者に一時的にアクセス権を与えたりするといった場合も想定される。
【００４０】
　この場合には、同一のＣＳＧが、複数のセルや複数の無線基地局に渡って設定される場
合もあり、無線基地局は、小型で小電力のものから大型で大電力のものまで、多様である
。
【００４１】
　したがって、本明細書では、これらのシナリオを包含し、便宜上、ＣＳＧが設定されて
いるセル（ＣＳＧセル）を管理する無線基地局を、特別に「ホーム基地局ＨＮＢ」と呼ぶ
こととする。
【００４２】
　交換装置ＭＭＥは、当該交換装置ＭＭＥに接続されている各ホーム基地局ＨＮＢ配下の
各ＣＳＧセルにおける特定移動局（各ＣＳＧセルを介する通信を許容する移動局）につい
て管理するように構成されている。
【００４３】
　なお、ホーム基地局ＨＮＢが、当該ホーム基地局ＨＮＢ配下の各ＣＳＧセルにおける特
定移動局について管理するように構成されていてもよいが、ホーム基地局ＨＮＢは、ユー
ザの手に届く場所等に配置される可能性があるため、セキュリティ等を考慮して、上述の
ように、交換装置ＭＭＥが、各ＣＳＧセルにおける特定移動局を管理するように構成され
ている方が好ましい。
【００４４】
　図２に示すように、移動局ＵＥは、報知情報受信部１１と、個別信号受信部１２と、パ
ラメータ記憶部１３と、セル情報管理部１４と、探索場所情報管理部１５と、セル選択部
１６とを具備している。
【００４５】
　報知情報受信部１１は、当該移動局ＵＥの待ち受けセル（ＣＳＧセル或いはマクロセル
）を管理する無線基地局ｅＮＢ或いはホーム基地局ＨＮＢから、ＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）やＳＵ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等を介して送信され
た報知情報を受信するように構成されている。
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【００４６】
　例えば、報知情報受信部１１は、かかる報知情報として、当該移動局ＵＥが現在位置す
るセル（或いは、ＴＡ：Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ）を識別するための情報（セルＩＤ
及びＴＡ-ＩＤ）を受信するように構成されている。
【００４７】
　また、報知情報受信部１１は、かかる報知情報として、当該移動局ＵＥが現在位置する
セル（マクロセル或いはＣＳＧセル）に少なくとも一部で重畳するセルの周波数に関する
情報（異周波数情報）を受信するように構成されている。
【００４８】
　ここで、当該移動局ＵＥが、周波数ｆ２を使用するセルＦ２に位置する場合、「異周波
数情報」には、当該セルＦ２に少なくとも一部で重畳するセルＦ１、Ｆ３、Ｆ４をそれぞ
れ識別するための情報（ＴＡ-ＩＤ及びセルＩＤ）や、当該セルＦ２に少なくとも一部で
重畳するセルＦ１、Ｆ３、Ｆ４でそれぞれ使用される周波数ｆ１、ｆ３、ｆ４（例えば、
ｘｘＭＨｚ）等を受信するように構成されている。
【００４９】
　個別信号受信部１２は、交換装置ＭＭＥから送信された個別信号を受信するように構成
されている。
【００５０】
　例えば、個別信号受信部１２は、移動局ＵＥが、かかる個別信号として、当該移動局Ｕ
Ｅが属するＣＳＧが設定されているＣＳＧセルのリストである「自ＣＳＧセルリスト」、
及び、当該ＣＳＧセルの各々に少なくとも一部で重畳するマクロセルのリストである「重
畳マクロセルリスト」等を受信するように構成されている。
【００５１】
　ここで、個別信号受信部１２は、当該移動局ＵＥの自ＣＳＧセルに少なくとも一部で重
畳するマクロセル（或いは、ＴＡ）に進入した際に、かかる個別信号として、上述の「自
ＣＳＧセルリスト」及び「重畳マクロセルリスト」等を受信するように構成されていても
よい。
【００５２】
　パラメータ記憶部１３は、当該移動局ＵＥの待ち受けセルを変更するか否かについての
判定に使用される判定情報に含まれるパラメータ「Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ（例えば、ｘｘ
ｄＢ）」や「Ｔｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ（例えば、ｘｘ秒）」や「Ｍａｒｇｉｎ（例えば
、ｘｘｄＢ）」等を記憶するように構成されている。
【００５３】
　かかるパラメータは、セルごとに異なる値を有してもよいし、複数のセルで共通の値を
有してもよい。また、かかるパラメータは、上述の報知情報として通知されてもよいし、
上述の個別信号として通知されてもよい。
【００５４】
　セル情報管理部１４は、各セルに関する情報（セル情報）を管理するように構成されて
いる。
【００５５】
　セル情報管理部１４は、かかるセル情報として、各セルに対して、「優先度」や、閾値
「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」や、「使用される周波数」や、所定オ
フセット「ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＰ」或いは「ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＱ」等を管理するように
構成されている。
【００５６】
　なお、閾値「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」や、所定オフセット「Ｏ
ｆｆｓｅｔＲＳＲＰ」或いは「ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＱ」は、セルごとに異なる値を有して
もよいし、複数のセルで共通の値を有してもよい。
【００５７】
　また、閾値「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」及び「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」は、「ＴｈｒｅｓｈＳｅｒ



(11) JP 2009-290910 A 2009.12.10

10

20

30

40

50

ｖｉｎｇ，ｌｏｗ」や「ＴｈｒｅｓｈＸ，ｌｏｗ」や「ＴｈｒｅｓｈＸ，ｈｉｇｈ」等と
呼ばれてもよい。
【００５８】
　また、セル情報に含まれる各情報要素は、上述の報知情報として通知されてもよいし、
上述の個別信号として通知されてもよい。
【００５９】
　なお、図３の例では、当該移動局ＵＥの「自ＣＳＧセル」の優先度は「高」であり、「
マクロセル」の優先度は「中」であり、当該移動局ＵＥの「他ＣＳＧセル」の優先度は「
低」である。なお、「自ＣＳＧセル」のキャリア周波数と「他ＣＳＧセル」のキャリア周
波数とは、異なるものであってもよいし、同一のものであってもよい。
【００６０】
　探索場所情報管理部１５は、当該移動局ＵＥが自ＣＳＧセルの探索を開始すべき場所を
定義するための探索場所情報を管理するように構成されている。
【００６１】
　例えば、探索場所情報管理部１５は、個別信号受信部１２によって受信された「自ＣＳ
Ｇセルリスト」及び「重畳マクロセルリスト」そのものを、探索場所情報として管理する
ように構成されていてもよい。かかる場合、「探索場所」は、「重畳マクロセルリスト」
に含まれているマクロセルである。
【００６２】
　また、探索場所情報管理部１５は、個別信号受信部１２によって受信された「自ＣＳＧ
セルリスト」及び「重畳マクロセルリスト」に基づいて、独自に、かかる探索場所情報（
Ｆｉｎｇｅｒ　Ｐｒｉｎｔ）を生成して管理するように構成されていてもよい。かかる場
合、「探索場所」は、「ＧＰＳ情報」等によって定義される場所である。
【００６３】
　また、探索場所情報管理部１５は、「重畳マクロセルリスト」にあるセルの伝搬レベル
等に応じて、かかる探索場所情報を生成して管理するように構成されていてもよい。
【００６４】
　セル選択部１６は、ＣＳＧセル（特定移動局のみが待ち受けセルとして選択可能な特定
セル）及びマクロセル（全ての移動局が待ち受けセルとして選択可能な一般セル）の中か
ら、待ち受けセル（移動局ＵＥが待ち受けを行うべきセル）を選択するように構成されて
いる。
【００６５】
　また、セル選択部１６は、図３に示すように、各セルの優先度に基づいて、待ち受けセ
ルを選択するように構成されている。
【００６６】
　図３の例では、移動局ＵＥに関して、周波数ｆ１を使用するセル＃１-１及び＃１-２（
自ＣＳＧセル）の優先度が「高」であり、周波数ｆ２又はｆ３を使用するセル＃２-１、
＃２-２、＃３-１、＃３-２（マクロセル）の優先度が「中」であり、周波数ｆ４を使用
するセル＃４-１及び＃４-２（他ＣＳＧセル）の優先度が「低」である。なお、周波数ｆ
１及びｆ４は、異なる周波数であってもよいし、同じ周波数であってもよい。
【００６７】
　ここで、セル選択部１６は、所定周期「ＴＥｑｕａｌ」で、移動局ＵＥの現在の待ち受
けセルの優先度と同じ優先度のセルの中に、当該移動局ＵＥの待ち受けセルとして選択す
ることができるセルが存在するか否かについて探索するように構成されている。
【００６８】
　なお、セル選択部１６は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルにおける無線品質「Ｓｅｒ
ｖｉｎｇ（ＲＳＲＱ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌ
ｉｔｙ）又はＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗ
ｅｒ））」が閾値「ＳＳｅｒｃｈＥｑｕａｌ」以上の場合、かかる探索を行わないように
構成されていてもよい。
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【００６９】
　例えば、図３に示すように、セル選択部１６は、周波数ｆ１を使用しており優先度が「
高」である「セル＃１-１」を待ち受けセルとしている場合で、かつ、所定条件Ａ（Ｒ-ｃ
ｒｉｔｅｒｉａ）が満たされている場合、待ち受けセルを、「セル＃１-１」から、周波
数ｆ１を使用しており優先度が「高」である「セル＃１-２」に変更するように構成され
ていている。
【００７０】
　また、図３に示すように、セル選択部１６は、周波数ｆ２を使用しており優先度が「中
」である「セル＃２-１」を待ち受けセルとしている場合で、かつ、所定条件Ａが満たさ
れている場合、待ち受けセルを、「セル＃２-１」から、周波数ｆ２を使用しており優先
度が「中」である「セル＃２-２」或いは周波数ｆ３を使用しており優先度が「中」であ
る「セル＃３-１」に変更するように構成されていている（後述の図５の動作を参照のこ
と）。
【００７１】
　また、図３に示すように、セル選択部１６は、周波数ｆ４を使用しており優先度が「低
」である「セル＃４-１」を待ち受けセルとしている場合で、かつ、所定条件Ａが満たさ
れている場合、待ち受けセルを、「セル＃４-１」から、周波数ｆ４を使用しており優先
度が「低」である「セル＃４-２」に変更するように構成されていている。
【００７２】
　ここで、セル選択部１６は、下式（１）が成立する場合、所定条件Ａが満たされている
と判断する。
【００７３】
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＋「ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＰ（或いは、ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＱ」＞
「Ｓｅｒｖｉｎｇ」＋「Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ」　…　式（１）
　なお、「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの隣接セル（「セ
ル＃１-２」、「セル＃２-２」、「セル＃３-１」又は「セル＃４-２」）における無線品
質であり、「ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＰ（或いは、ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＱ）は、所定オフセッ
トであり、「Ｓｅｒｖｉｎｇ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセル（「セル＃１-１」
、「セル＃２-１」又は「セル＃４-１」）における無線品質であり、「Ｈｙｓｔｅｒｅｓ
ｉｓ」は、所定パラメータである。
【００７４】
　また、例えば、図３に示すように、セル選択部１６は、「セル＃１-２」を待ち受けセ
ルとしている場合で、かつ、所定条件Ｂが満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃
１-２」から「セル＃２-２」に変更するように構成されていている。
【００７５】
　また、セル選択部１６は、「セル＃３-２」を待ち受けセルとしている場合で、かつ、
所定条件Ｂが満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃３-２」から「セル＃４-２」
に変更するように構成されていている（後述の図６の動作を参照のこと）。
【００７６】
　ここで、セル選択部１６は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの優先度と同一の優先度
のセルにおいて、第２通信品質を満たす（すなわち、（無線品質「ＲＳＲＰ」或いは「Ｒ
ＳＲＱ」）＜（「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」）＋（パラメータ「Ｍ
ａｒｇｉｎ」）が成立する）セルを検知することができなくなった場合で、移動局ＵＥの
現在の待ち受けセルの優先度よりも低い優先度であり第３無線品質を満たす（すなわち、
（無線品質「ＲＳＲＰ」或いは「ＲＳＲＱ」）＞（「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳ

ＲＱｍｉｎ」）＋（パラメータ「Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ」）が成立する）セルを検知した
場合、所定条件Ｂが満たされていると判断する。
【００７７】
　また、セル選択部１６は、所定周期「ＴＨｉｇｈｅｒ」で、移動局ＵＥの現在の待ち受
けセルの優先度よりも高い優先度のセルの中に、当該移動局ＵＥの待ち受けセルとして選
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択することができるセルが存在するか否かについて探索するように構成されている。
【００７８】
　ここで、所定周期「ＴＥｑｕａｌ」及び「ＴＨｉｇｈｅｒ」は、上述の報知情報或いは
個別信号によって移動局ＵＥに対して通知され得る。なお、所定周期「ＴＥｑｕａｌ」及
び「ＴＨｉｇｈｅｒ」は、同じ周期であってもよいし、異なる周期であってもよい。
【００７９】
　例えば、図３に示すように、セル選択部１６は、「セル＃４-１」を待ち受けセルとし
ている場合で、かつ、所定条件Ｃが満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃４-１
」から「セル＃３-１」に変更するように構成されていている。
【００８０】
　また、図３に示すように、セル選択部１６は、「セル＃２-１」を待ち受けセルとして
いる場合で、「セル＃１-１（当該移動局ＵＥを「特定移動局」とする第１特定セル）」
に少なくとも一部で重畳する「セル＃２-１（一般セル）」内に位置すると判断した場合
で、かつ、所定条件Ｃが満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃２-１」から「セ
ル＃１-１」に変更するように構成されていている（後述の図４の動作を参照のこと）。
【００８１】
　ここで、セル選択部１６は、「セル＃１-１（第１特定セル）」における「ＲＳＲＰ又
はＲＳＲＱ（無線品質）」が周波数ｆ１（第１周波数）を使用するセルの中で最も良く、
かつ、「セル＃１-１（第１特定セル）」における「ＲＳＲＰ又はＲＳＲＱ（無線品質）
」が第１無線品質を満たす（すなわち、（無線品質「ＲＳＲＰ」或いは「ＲＳＲＱ」）＞
（「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」）が成立する）と判断した場合に、
所定条件Ｃが満たされていると判断してもよい。
【００８２】
　また、セル選択部１６は、「セル＃１-１（第１特定セル）」における「ＲＳＲＰ又は
ＲＳＲＱ（無線品質）」と周波数ｆ１（第１周波数）を使用するセルにおける最も良い「
ＲＳＲＰ又はＲＳＲＱ（無線品質）」との差が所定オフセット「ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＰ又
はＯｆｆｓｅｔＲＳＲＱ」以内であり、かつ、「セル＃１-１（第１特定セル）」におけ
る「ＲＳＲＰ又はＲＳＲＱ（無線品質）」が第１無線品質を満たす（すなわち、（無線品
質「ＲＳＲＰ」或いは「ＲＳＲＱ」）＞（「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉ

ｎ」）が成立する）と判断した場合に、所定条件Ｃが満たされていると判断してもよい。
【００８３】
　さらに、セル選択部１６は、「セル＃１-１（第１特定セル）」における「ＲＳＲＰ又
はＲＳＲＱ（無線品質）」が第１無線品質を満たす（すなわち、（無線品質「ＲＳＲＰ」
或いは「ＲＳＲＱ」）＞（「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」）が成立す
る）と判断した場合に、所定条件Ｃが満たされていると判断してもよい。
【００８４】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作）
　図４乃至図６を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【００８５】
　第１に、図４を参照して、移動局ＵＥが、待ち受けセルを「マクロセル」から「自ＣＳ
Ｇセル」に変更する動作について説明する。
【００８６】
　図４に示すように、ステップＳ１０１において、移動局ＵＥは、交換装置ＭＭＥから「
自ＣＳＧセルリスト」及び「重畳マクロセルリスト」を受信した場合、報知情報によって
通知された「マクロセルを識別するための情報（ＴＡ-ＩＤ及びセルＩＤ）」が、交換装
置ＭＭＥから受信した個別信号に含まれる「重畳マクロセルリスト」に含まれているか否
かについて判定することによって、移動局ＵＥが自ＣＳＧセルに少なくとも一部で重畳す
るマクロセル内に位置するか否かについて判定する。
【００８７】
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　或いは、ステップＳ１０１において、移動局ＵＥは、探索場所情報管理部１５を参照し
て「探索場所」内に位置するか否かについて判定することによって、移動局ＵＥが自ＣＳ
Ｇセルに少なくとも一部で重畳するマクロセル内に位置するか否かについて判定する。
【００８８】
　移動局ＵＥは、かかるマクロセル内に位置すると判定した場合、ステップＳ１０１の処
理を繰り返す。
【００８９】
　移動局ＵＥは、かかるマクロセル内に位置すると判定した場合、ステップＳ１０２にお
いて、所定期間「ＴＨｉｇｈｅｒ」が経過したことを検知すると、ステップＳ１０３にお
いて、所定条件Ｄを満たす自ＣＳＧセルが存在するか否かについて判定する。
【００９０】
　移動局ＵＥは、所定条件Ｄを満たす自ＣＳＧセルが存在すると判定した場合、ステップ
Ｓ１０４において、待ち受けセルを、当該所定条件Ｄを満たす自ＣＳＧセルに変更する。
【００９１】
　一方、移動局ＵＥは、所定条件Ｄを満たす自ＣＳＧセルが存在しないと判定した場合、
本動作は、ステップＳ１０１に戻る。
【００９２】
　第２に、図５を参照して、移動局ＵＥが、待ち受けセルを「第１マクロセル」から「第
２マクロセル」に変更する動作について説明する。
【００９３】
　図５に示すように、移動局ＵＥは、ステップＳ２０１において、所定期間「ＴＥｑｕａ

ｌ」が経過したことを検知した場合、ステップＳ２０２において、第１マクロセルにおけ
る無線品質「Ｓｅｒｖｉｎｇ（ＲＳＲＰ又はＲＳＲＱ）」が、閾値「ＳＳｅａｒｃｈＥｑ

ｕａｌ」よりも大きいか否かについて判定する。
【００９４】
　ステップＳ２０１における判定結果が否定的（ＮＯ）である場合、本動作は、ステップ
Ｓ２０１に戻る。
【００９５】
　一方、ステップＳ２０１における判定結果が肯定的（ＹＥＳ）である場合、移動局ＵＥ
は、ステップＳ２０３において、下式（２）が成立するか否かについて判定する。
【００９６】
（第１マクロセルに隣接する第２マクロセルにおける無線品質「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ（Ｒ
ＳＲＰ又はＲＳＲＱ）」）＋（所定オフセット「ＯｆｆｓｅｔＲＳＲＰ」又は「Ｏｆｆｓ
ｅｔＲＳＲＱ」）＞（第１マクロセルにおける無線品質「Ｓｅｒｖｉｎｇ（ＲＳＲＰ又は
ＲＳＲＱ）」）＋（パラメータ「Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ」）　…　式（２）
　ステップＳ２０３における判定結果が否定的（ＮＯ）である場合、本動作は、ステップ
Ｓ２０１に戻る。
【００９７】
　一方、ステップＳ２０３における判定結果が肯定的（ＹＥＳ）である場合、移動局ＵＥ
は、待ち受けセルを「第１マクロセル」から「第２マクロセル」に変更する。
【００９８】
　第３に、図６を参照して、移動局ＵＥが、待ち受けセルを「マクロセル」から「他ＣＳ
Ｇセル」に変更する動作について説明する。
【００９９】
　ステップＳ３０１において、移動局ＵＥは、（無線品質「ＲＳＲＰ」或いは「ＲＳＲＱ
」）＜（「ＱＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」）＋（パラメータ「Ｍａｒｇ
ｉｎ」）が成立するセルを検知することができるか否かについて判定する。
【０１００】
　ステップＳ３０１における判定結果が否定的（ＮＯ）である場合、本動作は、ステップ
Ｓ３０１に戻る。
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【０１０１】
　一方、ステップＳ３０１における判定結果が肯定的（ＹＥＳ）である場合、ステップＳ
３０２において、移動局ＵＥは、（無線品質「ＲＳＲＰ」或いは「ＲＳＲＱ」）＞（「Ｑ

ＲＳＲＰｍｉｎ」或いは「ＱＲＳＲＱｍｉｎ」）＋（パラメータ「Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ
」）が成立するセルを検知することができるか否かについて判定する。
【０１０２】
　ステップＳ３０２における判定結果が否定的（ＮＯ）である場合、ステップＳ３０４に
おいて、移動局ＵＥは、圏外であることを検知する。
【０１０３】
　一方、ステップＳ３０２における判定結果が肯定的（ＹＥＳ）である場合、ステップＳ
３０３において、移動局ＵＥは、ステップＳ３０２において検知したセル（他ＣＳＧセル
）を待ち受けセルとして選択する。
【０１０４】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの作用・効果）
　本実施形態に係る移動通信システムによれば、ＣＳＧセル及びマクロセルが混在する環
境において、待ち受けセルを適切に選択することができる。
【０１０５】
（変更例１）
　図７を参照して、本変更例１に係る移動通信システムについて、上述の第１の実施形態
に係る移動通信システムとの相違点に着目して説明する。
【０１０６】
　図７の例では、移動局ＵＥに関して、周波数ｆ１１を使用するセル＃１１及び周波数ｆ
１２を使用するセル＃１２の優先度が「高」であり、周波数ｆ２１を使用するセル＃２１
及び周波数ｆ２２を使用するセル＃２２の優先度が「中」であり、周波数ｆ３１を使用す
るセル＃３１及び周波数ｆ３２を使用するセル＃３２の優先度が「低」である。なお、セ
ル＃１１、＃１２、＃２１、＃２２、＃３１及び＃３２は、マクロセルであってもよいし
、ＣＳＧセルであってもよい。また、周波数ｆ１１、ｆ１２、ｆ２１、ｆ２２、ｆ３１及
びｆ３２は、異なる周波数である。
【０１０７】
　例えば、図７に示すように、セル選択部１６は、「セル＃１１」を待ち受けセルとして
いる場合で、かつ、所定条件Ａ１が満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃１１」
から「セル＃１２」に変更するように構成されていている。
【０１０８】
　また、図７に示すように、セル選択部１６は、「セル＃２１」を待ち受けセルとしてい
る場合で、かつ、所定条件Ａ１が満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃２１」か
ら「セル＃２２」に変更するように構成されていている。
【０１０９】
　また、図７に示すように、セル選択部１６は、「セル＃３１」を待ち受けセルとしてい
る場合で、かつ、所定条件Ａ１が満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃３１」か
ら「セル＃３２」に変更するように構成されていている。
【０１１０】
　ここで、セル選択部１６は、「セル＃１２」、「セル＃２２」又は「セル＃３２」がマ
クロセルである場合には、下式（２）が成立する場合に、すなわち、「セル＃１２」、「
セル＃２２」又は「セル＃３２」における無線品質が所定無線品質を満たし、かつ、「セ
ル＃１１」、「セル＃２１」又は「セル＃３１」の無線品質が所定無線品質を満たさない
場合に、所定条件Ａ１が満たされていると判断する。
【０１１１】
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ１」＞「閾値１」、かつ、
「Ｓｅｒｖｉｎｇ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ２」＜「閾値２」　…　式（２）
　ここで、「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの隣接セル（「
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セル＃１２」、「セル＃２２」又は「セル＃３２」）における無線品質であり、「Ｓｅｒ
ｖｉｎｇ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセル（「セル＃１１」、「セル＃２１」又は
「セル＃３１」）における無線品質である。
【０１１２】
　一方、セル選択部１６は、「セル＃１２」、「セル＃２２」又は「セル＃３２」がＣＳ
Ｇセルである場合には、下式（３）が成立する場合に、すなわち、上述の式（２）の条件
に加えて、「セル＃１２」、「セル＃２２」又は「セル＃３２」における無線品質と第２
周波数ｆ１２、ｆ２２又はｆ３２を使用するセルにおける最も良い無線品質との差が所定
オフセット以内であると判定した場合に、所定条件Ａ１が満たされていると判断する。
【０１１３】
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ１」＞「閾値１」、かつ、
「Ｓｅｒｖｉｎｇ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ２」＜「閾値２」、かつ、
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＞「Ｒ０」－「Ｏｆｆｓｅｔ３」　…　式（３）
　ここで、「Ｒ０」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの隣接セル（「セル＃１２」、
「セル＃２２」又は「セル＃３２」）において使用されている周波数（ｆ１２、ｆ２２又
はｆ３２）と同一周波数を使用する最も無線品質の良いセルの無線品質である。
【０１１４】
　また、例えば、図７に示すように、セル選択部１６は、「セル＃１２」を待ち受けセル
としている場合で、かつ、所定条件Ｂ１が満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃
１２」から「セル＃２２」に変更するように構成されている。
【０１１５】
　また、セル選択部１６は、「セル＃２２」を待ち受けセルとしている場合で、かつ、所
定条件Ｂ１が満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃２２」から「セル＃３２」に
変更するように構成されていている。
【０１１６】
　ここで、セル選択部１６は、「セル＃２２」又は「セル＃３２」がマクロセルである場
合には、下式（４）が成立する場合に、すなわち、「セル＃２２」又は「セル＃３２」に
おける無線品質が所定無線品質を満たし、かつ、「セル＃１１」又は「セル＃２１」の無
線品質が所定無線品質を満たさない場合に、所定条件Ｂ１が満たされていると判断する。
【０１１７】
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ４」＞「閾値３」、かつ、
「Ｓｅｒｖｉｎｇ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ５」＜「閾値４」　…　式（４）
　ここで、「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの隣接セル（「
セル＃２２」又は「セル＃３２」）における無線品質であり、「Ｓｅｒｖｉｎｇ」は、移
動局ＵＥの現在の待ち受けセル（「セル＃１２」又は「セル＃２２」）における無線品質
である。
【０１１８】
　なお、セル選択部１６は、上述の式（４）が成立する場合に加えて、下式（４-１）が
成立する場合に、すなわち、移動局ＵＥの現在の待ち受けセル（「セル＃１２」又は「セ
ル＃２２」）において使用されている周波数（ｆ１２又はｆ２２）と同一周波数を使用す
るセルの中で、所定無線品質を満たすセルが存在しない場合に、所定条件Ｂ１が満たされ
ていると判断してもよい。
【０１１９】
「Ｘ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ５」＜「閾値４」　…　式（４-１）
　ここで、「Ｘ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセル（「セル＃１２」又は「セル＃２
２」）において使用されている周波数（ｆ１２又はｆ２２）と同一周波数を使用する各セ
ルの無線品質を示す。
【０１２０】
　一方、セル選択部１６は、「セル＃２２」又は「セル＃３２」がＣＳＧセルである場合
には、下式（５）が成立する場合に、すなわち、上述の式（４）の条件に加えて、「セル
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＃２２」又は「セル＃３２」における無線品質と第２周波数ｆ２２又はｆ３２を使用する
セルにおける最も良い無線品質との差が所定オフセット以内であると判定した場合に、所
定条件Ｂ１が満たされていると判断する。
【０１２１】
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ４」＞「閾値３」、かつ、
「Ｓｅｒｖｉｎｇ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ５」＜「閾値４」、かつ、
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＞「Ｒ０」－「Ｏｆｆｓｅｔ６」　…　式（５）
　ここで、「Ｒ０」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの隣接セル（「セル＃２２」又
は「セル＃３２」）において使用されている周波数（ｆ２２又はｆ３２）と同一周波数を
使用する最も無線品質の良いセルの無線品質である。
【０１２２】
　なお、セル選択部１６は、上述の式（５）が成立する場合に加えて、下式（５-１）が
成立する場合に、すなわち、移動局ＵＥの現在の待ち受けセル（「セル＃１２」又は「セ
ル＃２２」）において使用されている周波数（ｆ１２又はｆ２２）と同一周波数を使用す
るセルの中で、所定無線品質を満たすセルが存在しない場合に、所定条件Ｂ１が満たされ
ていると判断してもよい。
【０１２３】
「Ｘ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ５」＜「閾値４」　…　式（５-１）
　ここで、「Ｘ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセル（「セル＃１２」又は「セル＃２
２」）において使用されている周波数（ｆ１２又はｆ２２）と同一周波数を使用する各セ
ルの無線品質を示す。
【０１２４】
　例えば、図７に示すように、セル選択部１６は、「セル＃３１」を待ち受けセルとして
いる場合で、かつ、所定条件Ｃ１が満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃３１」
から「セル＃２１」に変更するように構成されていている。
【０１２５】
　また、図７に示すように、セル選択部１６は、「セル＃２１」を待ち受けセルとしてい
る場合で、所定条件Ｃ１が満たされている場合、待ち受けセルを「セル＃２１」から「セ
ル＃１１」に変更するように構成されていている。
【０１２６】
　ここで、セル選択部１６は、「セル＃１１」又は「セル＃２１」がマクロセルである場
合には、下式（６）が成立する場合に、すなわち、「セル＃１１」又は「セル＃２１」に
おける無線品質が所定無線品質を満たす場合に、所定条件Ｃ１が満たされていると判断す
る。
【０１２７】
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ７」＞「閾値５」　…　式（６）
　ここで、「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの隣接セル（「
セル＃１１」又は「セル＃２１」）における無線品質である。
【０１２８】
　一方、セル選択部１６は、「セル＃１１」又は「セル＃２１」がＣＳＧセルである場合
には、下式（７）が成立する場合に、すなわち、上述の式（６）の条件に加えて、「セル
＃１１」又は「セル＃２１」における無線品質と第２周波数ｆ１１又はｆ２１を使用する
セルにおける最も良い無線品質との差が所定オフセット以内であると判定した場合に、所
定条件Ａ１が満たされていると判断する。
【０１２９】
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＋「Ｏｆｆｓｅｔ７」＞「閾値５」、かつ、
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ」＞「Ｒ０」－「Ｏｆｆｓｅｔ８」　…　式（７）
　ここで、「Ｒ０」は、移動局ＵＥの現在の待ち受けセルの隣接セル（「セル＃１１」又
は「セル＃２１」）において使用されている周波数（ｆ１１又はｆ２１）と同一周波数を
使用する最も無線品質の良いセルの無線品質である。
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【０１３０】
　なお、上述の移動局ＵＥや無線基地局ｅＮＢやホーム基地局ＨＮＢや交換装置ＭＭＥの
動作は、ハードウェアによって実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフ
トウェアモジュールによって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されて
もよい。
【０１３１】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【０１３２】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、移動局ＵＥ及び無線基地局ｅＮＢ内に設けられていてもよい。また、かか
る記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして移動局ＵＥ及び無線
基地局ｅＮＢ内に設けられていてもよい。
【０１３３】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１３４】
ＵＥ…移動局
１１…報知情報受信部
１２…個別信号受信部
１３…パラメータ記憶部
１４…セル情報管理部
１５…探索場所情報管理部
１６…セル選択部
ｅＮＢ…無線基地局
ＨＮＢ…ホーム基地局
ＭＭＥ…交換装置
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